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1. まえがき 
近年，油による土壌の汚染，特に軽質油による汚染はその拡大が速いことから，その防止が重要

な課題となっている．本研究では，この防止方策として産業排水の油分除去や透過性の地下水浄化

壁にピートモスを使用することを想定し，実験を行った．ピートモスはミズゴケが泥炭化した 100%
の有機物であるため，有機塩素化合物，アルコールなどの有機化合物に対して高い保持特性を有し

ていると考えられている1)．本報告では，ピートモス含有媒体に保持されている灯油(軽質油)に対
する水中での脱着量を調べることによって，ピートモスによる灯油の保持能を評価した． 
2. 試料と実験方法 
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 実験では，まず遠沈管にピートモス試料およびピートモス(20％)と砂または土壌との混合試料に
対して灯油を添加した．よく混合した後，一定量の水を添加し，1時間振とうした．その後，ピー
トモス試料については PTFEメンブランフィルターによりろ過したサンプルを，混合試料について
は遠沈管の溶液相からサンプルを採取した．このようにして採取したサンプル中の油を抽出溶媒

S-316 ( CFC-316 )で抽出し，油分濃度計(HORIBA OCM
用いた試料はカナダのアルバータ産のピートモス，佐賀県

藤ノ平で採土したマサ土(<2 mm)，豊浦標準砂である． 

A-350)で油分濃度を測定した．なお，

3. 結果と考察
 添加油量と水中溶解油濃度の関係とを図 1に示す．水中

加した灯油に対する水中での分

配

九州

の灯油濃度は，添加油量が 5 μg/gまでは 0.4 g/L以下で
あったが，それ以上の添加油量では急激に大きくなり，最

大 3～4 g/Lとなった．  
図 2は，ピートモスに添
の状況を示す．添加した灯油は，水とピートモスに分配

され，図ではピートモスによる保持量と水中の灯油量とし

て表示する．水中の灯油量は溶解油量と水面に集積した分離油

ートモスの単位質量当たりの量として表示した．水中の灯油量

値であったが，2.8 g/g 以上では僅かだが増加した．図 2 から
てほとんど保持されることが確認された．図 3は図 2の水中の
たものである．水中の灯油濃度は，添加油量が 2.8 g/g以下で
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量からなる．ここで，添加油量はピ

は添加油量が 2.8 g/gまで極小さな
，添加した灯油はピートモスによっ

灯油量を灯油濃度に変換して表示し

は 0.3 g/L以下であったが，2.8 g/g 

図 1 添加油量と水中の灯油濃度の関係 

versity 



3 g/Lに近い値に達した． 以上では急増し，

図4はピートモスと砂質土との混合試料に関して添加
．混合試料

で

示す．ピートモスの場

合

．混合試料

で

示す．ピートモスの場

合

油量と水中の灯油濃度との関係を示している水中の灯油濃度との関係を示している

は，0.4～0.9 g/g以下で水中の灯油濃度が 0.2 g/L程度
であったが，それらの限界を超えると急激に水中の灯油

濃度が増加した．混合試料の場合の水中の灯油濃度の限

界値は，ピートモスのみの場合の 2.8 g/g よりかなり低
かった．これは，混合物中のピートモスが 20％しか含
まれていないためである． 
以上の結果をもとに計算を行い，得られた添加油量に

対する油の保持率の変化を図 5に

は，0.4～0.9 g/g以下で水中の灯油濃度が 0.2 g/L程度
であったが，それらの限界を超えると急激に水中の灯油

濃度が増加した．混合試料の場合の水中の灯油濃度の限

界値は，ピートモスのみの場合の 2.8 g/g よりかなり低
かった．これは，混合物中のピートモスが 20％しか含
まれていないためである． 
以上の結果をもとに計算を行い，得られた添加油量に

対する油の保持率の変化を図 5に
，保持率は添加油量が 2.8 g/gまでは 99.5％以上であ

り，2.8 g/gから 5 g/gの範囲では 98.5％以上であった．
一方，混合試料では 0.4～0.9 g/gまでの範囲での保持率
が 99％以上と高い値で推移したが，限界値を超えたと
ころで保持率は急激に低下した．しかし，混合試料の保

持能はピートモスの場合と比べると低いが，土壌試料の

みの保持能（未発表）との比較では非常に高かった． 
4. まとめ

，保持率は添加油量が 2.8 g/gまでは 99.5％以上であ
り，2.8 g/gから 5 g/gの範囲では 98.5％以上であった．
一方，混合試料では 0.4～0.9 g/gまでの範囲での保持率
が 99％以上と高い値で推移したが，限界値を超えたと
ころで保持率は急激に低下した．しかし，混合試料の保

持能はピートモスの場合と比べると低いが，土壌試料の

みの保持能（未発表）との比較では非常に高かった． 
4. まとめ 
以上の結果から，ピートモス試料および混合試料はい

ずれも高い保持能を発揮することがわかった．したがっ

て，ピートモスを反応壁として使用する場合および油の

保持能の低い砂質土と混合した場合でもその効果が十

分に期待できる． 
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図2　ピートモスへ添加した灯油の水中での分配
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図3　ピートモスへの添加油量と

水中の灯油濃度との関係
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△，○は，限界値での保持が飽和していると仮定して，

試算したものでる． 

図4　　添加油量に対する

　　　　　　水中の灯油濃度の変化
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図 5 各試料への添加油量に対する灯油

保持率の変化 
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